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地域運動部活動推進事業

公園施設長寿命化対策工事 町ふれあいセンター体育館照明改修工事

長与町ふれあいセ
ンター体育館の照
明を LED照明へと
改修する工事を行
いました。

592万円

高校生福祉医療費助成

18歳までのすべて
の子どもたちが安心
して医療を受けるこ
とができるよう、中
学生までの医療費助
成を高校生までに拡
大しました。

1375万円

消 防 格 納 庫 建 設 工 事

第2分団消防格納
庫の老朽化に伴い、
現在地で建て替え
を行いました。

3637万円
学 校 給 食 費 公 会 計 化

保護者の利便性向
上および教員の業
務負担軽減を目的
に、給食費を学校
管理から公会計へ
移行しました。

町立中学校におけ
る休日の運動部活
動を廃止し、学校
と地域との連携に
より、運動部活動
を地域スポーツ活
動に移行しました。

利用者が安心・安
全に公園を利用で
きるように、老朽
化していた天満宮
公園の遊具の更新
を行いました。

１億8806万円

1686万円

2390万円

さらに町民にとって 住みやすい長与へ
　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
き
、
５
年
度

一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
・
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
18
議
案
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

歳出 147 億 5895 万円歳入 159 億 1301 万円

認 定
賛成14：反対１

注目事業ピックアップ

※数字は端数を処理しています。

①

②

③
④
⑤
⑥
⑦

①

③

⑥

歳出　181億2493万円
①民　生　費　57億2706万円（31.6％）

②総　務　費　55億5191万円（30.6％）

③土　木　費　15億1902万円  （8.4％）

④教　育　費　14億8622万円  （8.2％）

⑤公　債　費　13億5575万円  （7.5％）

⑥衛　生　費　10億9986万円  （6.1％）

⑦そ　の　他　13億8510万円  （7.6％）

歳入　191億8491万円
①国庫支出金　73億0387万円（38.1％）

②町　　　税　46億5721万円（24.3％）

③地方交付税　21億9594万円（11.4％）

④県 支 出 金　11億6668万円  （6.1%）

⑤町　　　債　11億3622万円  （5.9%）

⑥そ　の　他　27億2500万円（14.2％）
※数字は端数を処理しています。

①

②

③
④
⑤
⑥

①

②

③

④

⑥

歳出　147億5895万円
①民　生　費　61億5460万円（41.7％）

②総　務　費　20億8750万円（14.1％）

③教　育　費　14億5118万円  （9.8％）

④衛　生　費　13億8133万円  （9.4％）

⑤土　木　費　13億1441万円  （8.9％）

⑥公　債　費　13億 585万円  （8.9％）

⑦そ　の　他　10億6408万円  （7.2％）

歳入　159億1301万円
①町　　　税　47億2248万円（29.7％）

②国庫支出金　27億8865万円（17.5％）

③地方交付税　27億3181万円（17.2％）

④県 支 出 金　12億 63万円  （7.5%）

⑤町　　　債　19億5791万円  （6.0%）

⑥そ　の　他　35億1153万円（22.1%）
※数字は端数を処理しています。

⑦

⑤
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さらに町民にとって
令和５年度一般会計歳入歳出決算

住みやすい長与へ

委
託
料
の
前
金
払
い
の
30
％
の
根

拠
は
何
か
。

要
綱
の
中
で
工
事
費
は
40
％
ま
で
、

委
託
料
は
30
％
ま
で
を
前
払
い
で

き
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

郷
土
芸
能
大
会
が
あ
っ
た
が
、
郷

土
芸
能
を
残
す
た
め
に
経
済
的
支

援
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

大
会
の
補
助
と
、
そ
れ
以
外
に
毎

年
10
万
円
の
補
助
を
各
団
体
に
し

て
い
る
。

ＱＡＱＱＡ

移
住
者
の
移
住
後
の
仕
事
の
相
談

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
て
い
る
。

学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
ど
れ

く
ら
い
進
ん
で
い
る
か
。

小
学
校
62
・
２
％
、
中
学
校
60
・

９
％
、
小
中
合
わ
せ
て
約
61
・
８
％

で
、
７
年
度
ま
で
に
約
70
％
の
洋

式
化
を
目
指
し
て
い
る
。

ＱＱＡＱＡ

福
祉
課
で
は
、
ど
う
い
う
事
業
に

使
っ
た
の
か
。

地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
金
、

長
与
町
心
配
ご
と
相
談
事
業
補
助

金
な
ど
の
事
業
に
充
当
し
た
。

長
崎
市
が
整
備
す
る
、
高
田
南
土

地
区
画
整
理
地
内
の
市
下
水
道
区

域
の
工
事
負
担
金
は
い
つ
ま
で
か
。

工
事
は
６
年
度
に
完
了
す
る
た
め

そ
の
分
ま
で
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
疑

財
政
負
担
が
過
大
で
あ
る

行
財
政
運
営
は
適
正
と
判
断

　

高
田
南
土
地
区
画
整
理
事

業
へ
の
一
般
財
源
の
投
入
な

ど
、
財
政
負
担
の
過
大
さ
か

ら
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要

求
が
実
現
し
な
い
例
が
少
な

く
な
い
。
区
画
整
理
事
業
が

当
初
の
計
画
ど
お
り
終
了
し

て
い
れ
ば
、
類
似
団
体
と
比

較
し
余
裕
度
が
あ
る
財
政
力

を
生
か
し
、
住
民
要
求
に
応

え
る
形
で
有
効
活
用
で
き
た

も
の
と
の
思
い
か
ら
本
議
案

に
反
対
す
る
。�

（
堤
）

　

土
地
区
画
整
理
事
業
や
新

図
書
館
等
複
合
施
設
建
設
事

業
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
順
当
に
進
ん

で
お
り
、
当
初
の
予
定
か
ら

大
き
く
遅
延
し
た
か
ら
こ
そ
、

長
年
の
町
民
の
不
安
を
軽
減
・

解
消
し
よ
う
と
い
う
職
員
の

努
力
が
見
え
る
。
改
善
す
べ

き
事
業
も
あ
る
が
、
全
般
的

に
は
財
政
運
営
は
適
正
と
判

断
し
、
認
定
に
賛
成
す
る
。

�

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

複
合
施
設
整
備
費
設
計
委
託
料

地
方
創
生
移
住
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
長
与
応
援
寄
附
金

高
田
南
土
地
区
画
下
水
道
工
事

郷

土

芸

能

大

会

学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

吉無田獅子舞

ぜひ長与町へ移住を
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県支出金　32億 0069万円　74.2%

保険給付費　31億 3839万円　73.5%

保険税
7億 7029万円
17.9%

県への納付金
９億 3996万円

22.0%

保険料は将来的に県統一化へ　
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

国
保
世
帯
数　

４
６
３
１
世
帯
（
前
年
度
４
７
７
９
世
帯
）

被
保
険
者
数　

７
２
１
８
人　

  （
前
年
度
７
５
７
７
人
）

国
は
、
将
来
、
保
険
料
の
統
一
化
を

目
指
し
て
い
る
と
聞
く
。
長
崎
県
で

の
統
一
化
の
状
況
は
ど
う
か
。

国
が
加
速
化
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
遅

く
と
も
令
和
17
年
度
ま
で
に
は
保
険

料
の
水
準
を
完
全
統
一
す
る
よ
う
指

針
が
出
た
。
県
に
お
い
て
は
具
体
的

な
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
統
一

さ
れ
た
場
合
、
本
町
の
保
険
料
は
上

が
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

４
８
５
万
５
千
円
が
流
用
（
※
）
さ

れ
て
い
る
。
理
由
は
何
か
。

高
額
医
療
費
の
額
が
当
初
見
込
み
よ

り
上
が
り
、
支
払
い
に
間
に
合
わ
せ

る
た
め
に
流
用
し
た
。

ＱＡＱＡ 主
な
質
疑

繰入金　2億 3000万円　5.3%

基金積立金　１億 682万円　2.5%

43 億
1373万円

42億
7223万円

その他　１億 1275万円　2.6%

その他　8706万円　2.0%

歳入

歳出

令和５年度後期高齢者医療特別会計決算 令和５年度介護保険特別会計決算

歳  入　６億3594万円
歳  出　６億3250万円

歳  入　32億6682万円
歳  出　30億7575万円

以
前
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
こ
と
が
急
務

現
状
維
持
を
求
め
る

　

今
日
私
た
ち
が
平
和
に
生
活
で
き
る
土
台
は
、
戦

後
の
荒
廃
か
ら
復
興
を
成
し
遂
げ
て
き
た
高
齢
者

の
汗
の
結
晶
で
あ
る
。
高
齢
者
が
長
生
き
し
た
結

果
、
数
年
ご
と
に
保
険
料
が
重
く
の
し
か
か
る
こ

の
制
度
は
社
会
保
障
の
理
念
に
反
す
る
。�

（
堤
）

　

本
町
の
一
人
当
た
り
の
給
付
額
は
県
平
均
に
比

べ
低
い
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
収
納
率
も
県

下
２
位
で
あ
る
。
こ
れ
ら
給
付
額
や
収
納
率
の
状

況
か
ら
安
定
的
な
財
政
運
営
が
さ
れ
て
い
る
。

�

（
堀
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

75 歳以上は 6059 人
（前年度 5760 人）

介護認定者数 1879 人
（前年度 1863 人）

認定
賛成13：反対２

全会一致
認定

全会一致
認定

介
護
保
険
認
定
審
査
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
委
員
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

介
護
保
険
の
認
定
申
請
を
し
た
後
に
、
主
に
要
介

護
１
か
ら
５
、
要
支
援
１
か
ら
２
を
決
定
、
認
定

す
る
審
査
会
で
あ
る
。
委
員
は
30
人
。
毎
月
６
班

に
よ
る
審
査
会
が
あ
り
、
年
間
72
回
開
催
し
て
い

る
。

委
員
の
構
成
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
介
護
職
員
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
、
医
師
会
や
そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
団
体
に
依
頼
し
、
推
薦
し
て
も
ら

い
決
定
し
て
い
る
。

ＱＡ 主
な
質
疑

※数字は端数を処理しています。

※
流
用

　
規
定
の
予
算
に
お
い
て
、
あ
る
支
出
科

目
か
ら
そ
の
他
の
支
出
科
目
に
予
算
を
充

当
す
る
処
理
の
こ
と
で
す
。
流
用
は
無
制

限
に
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

法
律
な
ど
で
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
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令
和
５
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
決
算

歳
入　

17
億
５
７
８
０
万
円　
　

歳
出　

15
億
４
３
３
１
万
円

完成間近　高田南土地区画整理事業

持続可能な上下水道運営のために

令
和
５
年
度
末
工
事
進
捗

�

（
工
事
ベ
ー
ス
）

道
路
築
造　
65
・
０
％

宅
地
造
成　
81
・
６
％

認定
賛成14：反対１

一
括
施
工
は
６
年
度
内
に
完

成
す
る
の
か
。

計
画
ど
お
り
６
年
度
末
の
工

事
完
成
に
向
け
て
進
ん
で
い

る
。

ＱＡ 主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

施
工
完
了
が
目
前
で
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
決
算
と
膨
れ
上

が
っ
た
事
業
を
黙
認
で
き
な

い
。�

（
堤
）

　

自
治
会
も
発
足
し
、
住
宅
地

と
し
て
機
能
し
始
め
た
。
計
画

ど
お
り
完
成
す
る
こ
と
を
望

む
。�

（
堀
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

●
用
語
解
説

収
益
的
収
支
…
主
に
維
持
管
理
関
係
　
　
　
　
資
本
的
収
支
…
主
に
設
備
投
資
関
係

　
収
益
的
収
入
…
使
用
料
、
負
担
金
等
　
　
　
　
資
本
的
収
入
…
補
助
金
、
借
入
金

　
収
益
的
支
出
…
維
持
管
理
費
、
人
件
費
　
　
　
資
本
的
支
出
…
事
業
費
、
償
還
金

全会一致
認定

収
益
的
収
入　

８
億　

６
１
０
万
円

収
益
的
支
出　

７
億
１
６
５
２
万
円

資
本
的
収
入　

４
億
９
６
８
６
万
円

資
本
的
支
出　

５
億
３
４
９
１
万
円

中
尾
団
地
の
排
水
管
の
経
過
年

数
と
工
事
の
優
先
順
位
は
ど
の

よ
う
に
決
め
る
か
。

経
過
年
数
は
51
年
で
、
漏
水
の

状
況
や
、
管
の
材
質
な
ど
で
決

め
て
い
る
。

水
道
料
金
は
ど
れ
く
ら
い
改
定

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

昭
和
63
年
に
値
上
げ
し
て
36
年

間
行
っ
て
い
な
い
。

ＱＡＱＡ

収
益
的
収
入　

９
億
８
３
４
６
万
円

収
益
的
支
出　

９
億　
３
８
２
万
円

資
本
的
収
入　

２
億
１
２
０
９
万
円

資
本
的
支
出　

４
億
７
３
３
８
万
円

水
洗
化
未
整
備
と
水
洗
化
率
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

処
理
区
域
内
の
未
整
備
が
８
世

帯
、
整
備
済
み
区
域
で
の
未
水

洗
が
１
０
２
世
帯
、
水
洗
化
率

は
99
・
39
％
、
行
政
区
域
ベ
ー

ス
で
は
98
・
93
％
で
あ
る
。

汚
水
管
の
耐
用
年
数
と
改
築
す

る
場
合
の
理
由
は
何
か
。

耐
用
年
数
は
50
年
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
で
優
先
度

の
高
い
も
の
か
ら
改
築
す
る
。

ＱＡＱＡ

令
和
５
年
度

　
水
道
事
業
会
計
決
算

令
和
５
年
度

　
下
水
道
事
業
会
計
決
算

令和６年９月現在 令和５年８月の状況
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既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
合
計
８
億
９
８
８
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
６
５
億
４
４
６
３
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

複
合
施
設
建
設
工
事
費
な
ど
予
算
計
上

全会一致
可決

　
実
施
設
計
が
完
了
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

令
和
６
年
度
分
の
工
事
費
前
払
い
分
や
工

事
監
理
委
託
料
な
ど
３
億
５
７
９
８
万
円

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

工
事
監
理
委
託
料
は
監
理
業
務
委
託

と
設
計
者
の
意
図
伝
達
業
務
委
託
と

い
う
こ
と
だ
が
、
内
容
は
何
か
。

工
事
監
理
委
託
業
務
は
図
面
と
工
事

現
場
が
あ
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

業
務
で
あ
る
。
意
図
伝
達
業
務
は
設

計
図
面
の
意
図
、
内
容
を
工
事
監
理

業
務
を
通
じ
て
現
場
に
伝
え
る
も
の

で
、
設
計
者
と
の
随
意
契
約
に
な
る
。

ＱＱＡ

　
上
長
与
公
民
館
な
ど
の
空
調
設
備
な
ど

の
改
修
費
用
と
な
り
ま
す
。

働
く
婦
人
の
家
の
空
調
機
は
、
ど
の

部
屋
の
分
で
金
額
は
い
く
ら
か
。

講
習
室
が
８
１
万
９
５
０
０
円
で
、

相
談
室
は
４
２
万
５
１
５
０
円
だ
。

ＱＱＡ

主
な
質
疑

複

合

施

設

整

備

費

公
民
館
等
改
修
工
事
費

議会アンケートへのご協力ありがとうございました
　前号で議会に関するご意見を募集したところ、８月末までに８通のご回答をいただきましたので、
ご意見・ご質問の一部（要約）をご紹介いたします。すべてのお声を全議員が共有しており、今後の
議会活動の参考といたします。

ご 

意 

見

・議員と気軽に会話できるような雰囲気の議会報告会であれば参加してみたい。（同様２通）
・ 視察の報告書をよく読むが、議員も大変だと思う一方、そんなに頻繁に遠方に行く必要があるのか

疑問に思う。視察にかかった人員や費用を記事に加えてほしい。
・議員定数は適正か。（同様２通）

ご
　
質
　
問

Ｑ．議会はどうやったら見学できますか。
Ａ�．本会議・委員会は原則どなたでも傍聴可能です。閉会中の議場見学などは議会事務局へご相談く
ださい。

Ｑ．役場はよく「検討する・研究する」と答弁するが、議員は検討結果などを追及しているか。
Ａ�．長与町議会では平成 28年に「答弁事項の対応状況報告実施要綱」を定めており、各議員が必要
に応じて個別に執行部に「議会答弁事項の対応状況調書」の提出を求め、その後の経過・進捗など
を確認しています。

　議会へのご意見は、議会だよりで募集を行っていない時も随時受け付けております。メール・FAX などでお気軽に皆さ
まのお声をお聞かせください。
　長与町議会事務局　メール：gikai@nagayo.jp　FAX : 095-887-2144　※個別の回答・返信をお約束するものではありません。

図書館等複合施設模型
愛称は「ホンテラッセ長与」に決定
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人
事
案
件

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
任

命
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

廣ひ
ろ

田た

　
敬け
い

子こ  

氏
（
嬉
里
郷
）

教

育

委

員

令和６年第３回定例会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果
第４０号 長与町土地開発基金条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第４１号 長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第４２号 長与町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第４３号 長崎本線長与駅自由通路等改修工事の施行協定の締結について 可決（全会一致）

第４４号 令和６年度長与町一般会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）

第４５号 令和６年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４６号 令和６年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４７号 令和６年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４８号 令和６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４９号 令和５年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５０号 令和５年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全会一致）

第５１号 令和５年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５２号 令和５年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全会一致）

第５３号 令和５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５４号 令和５年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定（全会一致）

第５５号 令和５年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定（全会一致）

第５６号 長与町教育委員会委員の任命について 同意（全会一致）

賛否が分かれた議案（〇賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　―欠席）　議長は原則採決に加わらないため※で表示

議案番号

下
　
町
　
純
　
子

堀
　
　
　
　
　
真

藤
　
田
　
明
　
美

岡
　
田
　
義
　
晴

八
　
木
　
亮
　
三

松
　
林
　
　
　
敏

西
　
田
　
　
　
健

浦
　
川
　
圭
　
一

中
　
村
　
美
　
穂

安
　
部
　
　
　
都

金
　
子
　
　
　
恵

山
　
口
　
憲
一
郎

堤
　
　
　
理
　
志

竹
　
中
　
　
　
悟

西
　
岡
　
克
　
之

安
　
藤
　
克
　
彦

審議結果

第４４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ※ 可決（全会一致）

第４９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ○ ※ 認定

第５１号 ○ ○ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ○ ※ 認定

第５３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ○ ※ 認定
■棄権：議員自らの意思により表決に参加しないこと。　◆除斥：議員は自らに利害関係のある事件の議事に参与することができないこと。
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一 般 質 問

８人 が 問う

一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。掲載ページ

9 金　子　　　恵 議員
① 気候変動による影響と対策について
② 認知症対策について

10 八　木　亮　三 議員 ① ワクチン接種費用助成とHPV検査について

11 岡　田　義　晴 議員
① 町民の健康づくりについて
② 水道整備事業について

12 安　部　　　都 議員
① 認知症高齢者等（若年性認知症含）と独居高齢者における
　 行政施策について

13 西　岡　克　之 議員
① 自治会のデジタル化について
② 体育施設の使用について

14 中　村　美　穂 議員 ① 部活動地域移行について

15 堤　　　理　志 議員

① クスノキ材活用提案のその後について
② 公共交通対策について
③ 教育委員会が管理する基金について

16 下　町　純　子 議員 ① 学校図書館の図書校務員の配置について

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与南交流センター、長与町議会ホームペー
ジで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。
ご自宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。



9 No.191　ながよ町議会だより　2024年（令和 6年）9月定例会

回答

く
の
か
。

■	

課
長　

紙
版
更
新
時
に
、
留

意
し
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
。

■	
議
員　

な
が
よ
川
ま
つ
り
に

お
い
て
は
、
駐
車
場
か
ら
会
場
へ

の
距
離
も
あ
る
こ
と
か
ら
ピ
ス
ト

ン
で
の
バ
ス
運
行
を
希
望
す
る
声

を
聞
く
。
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■	

産
業
振
興
課
長　

今
後
の
気

温
の
上
が
り
方
に
よ
っ
て
は
、
開

催
時
間
、
時
期
に
つ
い
て
も
検
討

の
必
要
が
あ
る
か
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
実
行
委
員
会
の
予
算

も
あ
る
た
め
、
バ
ス
に
関
し
て
は

厳
し
い�

。

■	

議
員　

地
域
ご
と
の
対
応
策

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
や
自

然
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
な
ど
再
確

認
を
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
命

と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
気
候
変

動
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
、
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
近
年
、
気
候

変
動
に
よ
り
災
害
リ
ス
ク
が
変
化

し
て
い
る
た
め
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

更
新
が
求
め
ら
れ
る
。
内
水
氾
濫

も
考
慮
し
取
り
組
む
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

■	

地
域
安
全
課
長　

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
更
新
は
、
変
更
、
追
加

が
あ
っ
た
場
合
に
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
は
ウ
ェ
ブ

版
、
７
年
度
は
紙
版
の
更
新
を
予

定
し
て
い
る
。
内
水
氾
濫
に
関
し

て
は
、
詳
し
い
状
況
が
分
か
っ
て

い
な
い
。
下
水
道
事
業
と
の
関
連

が
あ
る
た
め
今
後
研
究
さ
せ
て
ほ

し
い
。

■	

議
員　

マ
ッ
プ
作
成
は
、
専

門
用
語
を
避
け
る
、
図
・
イ
ラ
ス

ト
を
用
い
る
、
多
言
語
化
を
進
め

る
な
ど
幅
広
く
活
用
で
き
る
も
の

が
求
め
ら
れ
る
。
ど
う
進
め
て
い

■	

議
員　

避
難
行
動
要
支
援
者

へ
の
対
応
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

■	

福
祉
課
長　

国
・
県
か
ら
の

指
示
、
方
向
性
で
個
別
計
画
の
情

報
更
新
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
と
い
う
自

治
会
か
ら
の
要
望
な
ど
も
耳
に
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
提
案
に

関
し
て
は
研
究
も
含
め
て
考
え
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

対
応
を
考
慮
し
た
地

域
防
災
計
画
の
策
定
、
見
直
し
に

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

計
画
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
体
制
で
臨
ん
で
い
く
の

か
。

■	

課
長　

同
意
が
な
く
て
も
発

災
時
、
名
簿
全
て
を
公
開
し
て
良

い
と
な
っ
て
い
る
。
日
頃
か
ら
連

携
し
名
簿
の
活
用
が
で
き
る
よ
う

推
進
に
努
め
て
い
く
。

■	

議
員　

愛
知
県
大
府
市
で
の

認
知
症
患
者
の
踏
切
事
故
を
き
っ

か
け
に
あ
ん
し
ん
見
守
り
賠
償
責

任
保
険
事
業
を
実
施
す
る
自
治
体

が
あ
る
。
本
町
も
踏
切
が
12
カ
所

あ
り
、
踏
切
以
外
で
通
行
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
。
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

■	

町
長　

今
後
、
高
齢
化
率
は

ま
す
ま
す
高
く
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
対
策
の
一
つ
と
し
て
導

入
の
可
否
も
含
め
、
賠
償
責
任
保

険
へ
の
加
入
条
件
、
保
険
料
お
よ

び
補
償
内
容
、
ま
た
必
要
性
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
。

答 問
あ
ん
し
ん
見
守
り

賠
償
の
保
険
導
入
を

対
策
の
一
つ

導
入
可
否
研
究
す
る

リスク対応 ハザードマップ更新を

６年度ウェブ版 ７年度紙版を予定
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

イ
ベ
ン
ト
の
再
検
討

避
難
行
動
要
支
援
は

自分のいのちを守る一歩になります！

認知症患者の見守りを
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回答

■	

議
員　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
を
逃
し
た
世
代
へ
の
国

に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が

令
和
６
年
度
で
終
了
す
る
が
、
本

町
で
は
５
年
度
末
ま
で
に
対
象
者

の
16
％
し
か
接
種
し
て
い
な
い
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期
間
を

本
町
独
自
に
延
長
で
き
な
い
か
。

■	
町
長　
延
長
の
予
定
は
な
い
。

■	

議
員　

全
員
へ
の
無
期
限
延

長
は
無
理
だ
が
、
経
済
的
に
自
費

接
種
が
難
し
い
大
学
４
年
生
程
度

ま
で
は
救
済
し
て
い
い
の
で
は
な

い
か
。
10
％
程
度
の
接
種
率
と
し

て
年
に
７
５
０
万
円
、
最
年
少
対

象
者
が
22
歳
に
な
る
５
年
後
ま
で

の
時
限
的
措
置
は
可
能
で
は
な
い

か
。

■	

町
長　

現
在
は
７
年
３
月
ま

で
に
よ
り
多
く
の
人
に
接
種
し
て

も
ら
う
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
。
接
種
は
大
切
だ
と
の
認
識
で

議
論
は
し
て
お
り
、
今
後
も
考
え

て
い
く
。

■	

議
員　

４
年
度
か
ら
、
小
学

校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で

の
女
子
へ
の
定
期
接
種
が
再
開
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
定
期
接
種
を

逃
し
た
人
へ
の
任
意
接
種
費
用
の

一
部
助
成
は
で
き
な
い
か
。

■	

町
長　

予
定
は
な
い
が
、
定

期
接
種
期
間
内
に
接
種
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

■	

議
員　

本
町
の
定
期
接
種
の

接
種
率
は
比
較
的
高
い
が
、
接
種

率
は
よ
り
上
げ
る
べ
き
で
、
そ
れ

に
は
集
団
接
種
が
有
効
だ
。
７
年

度
か
ら
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■	

こ
ど
も
政
策
課
長　

医
師
会

な
ど
と
協
力
・
調
整
が
必
要
で
あ

り
実
現
で
き
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
考
え
て
い
き
た
い
。
現
状
で

は
、
平
日
だ
け
で
な
く
日
曜
日
も

接
種
で
き
る
医
療
機
関
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
周
知
を
広
げ
て
い
く
。

■	

議
員　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
男
子
に

と
っ
て
も
陰
茎
が
ん
な
ど
の
原
因

で
あ
り
、
性
交
で
女
子
へ
感
染
さ

せ
る
こ
と
か
ら
男
子
の
任
意
接
種

を
助
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

■	

町
長　

国
の
小
委
員
会
で
、

男
子
へ
の
接
種
は
費
用
対
効
果
に

課
題
が
あ
る
と
す
る
結
果
が
あ

る
。
費
用
助
成
は
考
え
て
い
な
い

が
、
国
の
動
向
を
注
視
し
対
応
す

る
。

■	

議
員　

対
象
男
子
の
２
％
の

20
人
に
97
万
円
で
接
種
で
き
る
。

毎
年
度
１
０
０
万
円
ほ
ど
不
用
額

と
な
っ
て
い
る
町
長
交
際
費
の
不

用
分
の
予
算
で
実
施
で
き
る
が
、

そ
う
し
よ
う
と
思
わ
な
い
か
。

■	

町
長　

交
際
費
は
必
要
だ
か

ら
計
上
し
て
あ
る
の
で
あ
り
、
こ

の
話
と
は
ま
っ
た
く
別
の
問
題

だ
。
交
際
費
を
甘
く
考
え
な
い
で

ほ
し
い
。

■	

議
員　

国
に
よ
る
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
が
ほ
ぼ

決
定
し
た
。
定
期
接
種
化
さ
れ
た

ら
接
種
者
の
自
己
負
担
額
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
、
す
ぐ
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
研
究
し
て

お
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

町
民
の
負
担
を
で
き

る
だ
け
軽
く
し
、
か
つ
財
政
的
に

も
持
続
可
能
な
自
己
負
担
額
の
設

定
が
必
要
で
あ
る
。
国
の
動
向
を

注
視
し
、
近
隣
市
町
と
も
連
携
し

な
が
ら
、定
期
接
種
化
に
備
え
る
。

HPV 予防接種へ町独自の助成を

定期接種期間内の接種を推進する
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

集
団
接
種
の
実
施
を

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

将来悔やまぬために必ず接種を
（画像は高知県 HP より）
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■	

議
員　

健
康
づ
く
り
計
画
の

数
値
目
標
・
取
り
組
み
・
進
捗
状

況
お
よ
び
成
果
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

具
体
的
目
標
と
取
り

組
み
と
し
て
、
特
定
健
診
受
診
率

の
目
標
値
を
60
％
と
し
、
休
日
の

集
団
検
診
や
が
ん
検
診
と
の
同
時

実
施
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
個
別
勧

奨
通
知
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
平

成
25
年
と
令
和
５
年
度
を
比
較
す

る
と
、
目
標
値
に
は
達
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
特
定
健
診
受
診
率
は

13
・
９
％
増
加
し
、
49
・
７
％
で
、

増
え
て
い
る
状
況
だ
。
引
き
続
き

受
診
率
向
上
に
努
め
る
。
悪
化
し

た
項
目
の
一
つ
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

■	

議
員　

新
浄
水
場
共
同
整
備

事
業
の
町
負
担
額
は
現
時
点
で
も

24
・
３
億
円
の
ま
ま
か
。

■	

町
長　

現
在
は
、
事
業
者
選

定
に
向
け
た
発
注
行
為
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
建
設
資
材
や
労
務

費
の
高
騰
な
ど
を
概
算
工
事
費
に

反
映
す
る
よ
う
、
基
本
設
計
業
務

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
事
業
に
お
け
る
町
負
担
額
は
変

動
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

■	

議
員　

耐
用
年
数
を
超
過
し

た
水
道
管
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

■	

町
長　

５
年
度
末
で
約
27
％

で
延
長
に
す
る
と
約
67
㎞
だ
。

■	

議
員　

水
道
管
の
更
新
費
用

や
工
事
工
程
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

■	

町
長　

更
新
費
用
は
、
法
定

耐
用
年
数
で
更
新
し
た
場
合
は
、

令
和
46
年
度
ま
で
の
40
年
間
で
約

２
５
０
億
円
、
年
間
に
換
算
す
る

と
約
６
億
円
の
更
新
費
用
と
試
算

し
て
い
る
。
工
事
工
程
は
、
法
定

耐
用
年
数
で
更
新
を
進
め
た
場
合

は
、
財
政
面
や
人
材
面
で
事
業
継

続
が
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
実

使
用
年
数
を
考
慮
し
た
目
標
耐
用

年
数
を
設
定
し
、
中
長
期
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
更
新
費
用
の
抑

制
を
図
り
、
老
朽
度
お
よ
び
重
要

度
を
勘
案
し
た
優
先
順
位
付
け
を

行
い
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
管

更
新
と
な
る
よ
う
進
め
る
。

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
お
よ
び
該

当
者
の
割
合
が
あ
り
、
目
標
値
を

23
％
と
し
た
が
、
平
成
25
年
度
は

29
・
１
％
、
令
和
５
年
度
は
32
％

と
、
残
念
な
が
ら
該
当
者
の
割
合

が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

特
定
保
健
指
導
や
重
症
化
予
防
、

食
生
活
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
さ
ら
に
強
化
改
善
に

努
め
、
町
全
体
の
健
康
に
対
す
る

機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

本
町
の
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
は
男
女
と
も
延
伸
し
て

い
る
か
。

■	

町
長　

本
町
の
平
均
寿
命
は
、

令
和
元
年
度
は
男
性
81
・
１
歳
、

女
性
87
・
９
歳
、
５
年
度
が
男
性

82
歳
、
女
性
88
・
４
歳
。
ま
た
、

健
康
寿
命
の
一
つ
で
あ
る
本
町
の

平
均
自
立
期
間
は
、
元
年
度
が
男

性
81
・
１
歳
、
女
性
85
・
４
歳
、

５
年
度
が
男
性
81
・
７
歳
、
女
性

86
・
３
歳
。
平
均
寿
命
、
平
均
自

立
期
間
と
も
に
延
伸
し
、
県
内
で

最
長
だ
。

健康づくり計画の進捗状況は

特定健診受診率は増えている
岡
おか

田
だ

　義
よし

晴
はる

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

めざそう！長寿の町日本一！（おべんとうウォーキング）

新浄水場共同整備に向けて

答 問
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

水
道
管
の
割
合
は

約
27
％
で
延
長
は
67
㎞
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■	

課
長　

上
映
会
の
話
が
あ
っ

た
ら
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

■	

議
員　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
意
義
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

■	

町
長　

認
知
症
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
が
つ
く
ら
れ
て

い
く
よ
う
普
及
啓
発
活
動
を
開
始

し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
２
０
０
９
年
か
ら
開
催

し
、
累
計
で
３
６
７
８
人
が
受
講

し
て
い
る
。
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
を
増
や
し
て

い
く
。

■	

議
員　

介
護
事
業
所
と
、
介

護
人
材
不
足
の
状
況
や
介
護
従
事

者
の
育
成
な
ど
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

■	

町
長　

介
護
現
場
で
働
く
人

の
処
遇
改
善
に
向
け
た
補
助
金
の

活
用
が
で
き
る
よ
う
事
業
所
へ
の

情
報
提
供
な
ど
を
継
続
し
て
い

く
。
介
護
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
情
報
提
供
や
、
職
業
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
活
用
し
、
学
生
に
介

護
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
体

験
の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う

働
き
か
け
を
行
う
。

■	

議
員　

認
知
症
高
齢
者
数
と
、

若
年
性
認
知
症
の
現
状
と
今
後
の

見
込
み
増
加
数
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

本
町
の
認
知
症
の
高

齢
者
数
は
約
９
３
０
人
、
軽
度
認

知
症
の
人
が
約
８
０
０
人
。
若
年

性
認
知
症
の
人
は
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
第
２
号
被
保
険
者
の
中

に
は
い
な
い
。
今
後
の
見
込
み
数

は
、
２
０
２
５
年
に
は
５
・
４
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測

さ
れ
、
本
町
で
は
、
今
後
15
年
間

は
、
毎
年
５
０
０
人
を
超
え
る
人

が
65
歳
以
上
に
な
る
の
で
、
そ
れ

に
伴
い
認
知
症
の
人
も
増
加
す
る

と
思
わ
れ
る
。

■	

議
員　

認
知
症
高
齢
者
な
ど

の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
や
適
切

な
医
療
と
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
課
題
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
相
談
窓
口
と
な
り
、
２

つ
の
医
療
法
人
に
業
務
委
託
を
し

て
、
訪
問
な
ど
支
援
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯

も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
早
期
で

の
医
療
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

■	

議
員　

独
居
高
齢
者
の
世
帯

数
の
現
況
と
行
方
不
明
の
恐
れ
の

あ
る
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
お
け

る
見
守
り
制
度
の
充
実
と
問
題
点

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

認
知
症
を
含
む
独
居

高
齢
者
の
世
帯
数
は
、
１
４
４
４

世
帯
だ
。
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い

て
は
、
町
の
事
業
と
し
て
認
知
症

高
齢
者
お
か
え
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
あ
る
が
、
本
制
度
の
周
知
が
課

題
で
あ
る
。ま
た
、地
域
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
協
議
体
を
立
ち
上
げ

取
り
組
ん
で
い
る
。

■	

議
員　

最
近
、
若
年
性
認
知

症
の
実
話
を
元
に
し
た
映
画
を
観

た
。
若
い
方
に
も
周
知
し
理
解
を

得
る
良
い
機
会
だ
が
、
本
町
で
自

主
上
映
会
を
す
る
予
定
は
な
い

か
。

■	

介
護
保
険
課
長　

そ
の
予
定

は
現
在
な
い
。

■	
議
員　

他
の
団
体
が
上
映
会

を
開
催
す
る
際
、
共
催
や
後
援
な

ど
の
協
力
は
ど
う
か
。

認知症高齢者などに対する理解を

認知症サポーターの今後の活動は

安心して暮らせる町に取り組む
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

自

主

上

映

会

を
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■	

議
員　

自
治
会
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。ま
た
、

維
持
支
援
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

■	

町
長　

少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
定
年
延
長
な
ど
の
影
響
に

よ
る
、
役
員
の
な
り
手
不
足
や
地

域
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど

で
、
加
入
率
低
下
は
本
町
を
含
め

全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
。
自
治
会

は
地
域
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
自

治
組
織
で
あ
り
、
住
民
間
の
つ
な

が
り
や
支
え
合
い
の
基
盤
と
な
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

現
在
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用

い
た
自
治
会
長
会
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
52
自
治

会
の
う
ち
32
人
の
会
長
が
登
録
し

て
お
り
、
多
く
の
相
談
や
報
告
を

受
け
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
自
治
会
回
覧
板
は
、
令
和
４

年
度
に
希
望
す
る
自
治
会
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
た
が
、「
住

民
同
士
が
直
接
触
れ
合
い
、
支
え

合
う
自
治
会
そ
の
も
の
の
良
さ
を

な
く
す
可
能
性
も
あ
る
」
な
ど
の

意
見
に
よ
り
導
入
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
他
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
し
、
今
後
も
情
報
収
集
と
検

討
を
進
め
、
希
望
す
る
自
治
会
に

は
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

■	

議
員　

本
町
で
開
催
さ
れ
る

体
育
施
設
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
、
近
年
開
催
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
聞
く
。原
因
の
一
つ
が
、

施
設
の
貸
し
出
し
時
間
に
合
わ
せ

た
競
技
開
始
時
間
の
遅
さ
に
あ
る

よ
う
だ
。
早
朝
か
ら
の
開
催
が
で

き
れ
ば
本
町
で
の
大
会
開
催
数
が

増
え
、
賑
わ
い
も
創
出
で
き
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

質
問
を
受
け
施
設

に
確
認
し
た
が
、
開
場
時
間
を
早

め
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
た
。
利
用
団
体
が

責
任
を
持
っ
て
開
場
し
管
理
で
き

る
場
合
は
、
一
部
早
期
の
開
場
を

可
能
と
し
た
運
用
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
屋
外
施
設
に
つ
い
て

は
、
貸
し
出
し
前
で
も
入
場
可
能

と
し
た
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
各
種
大
会
や
利
用
形
態
な
ど

を
吟
味
し
、利
用
者
と
協
議
の
上
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
切
な
団
体
で
あ
り
役
割
は
大
き

い
と
考
え
る
。
本
町
は
活
動
拠
点

整
備
・
維
持
の
た
め
、
補
助
金
を

交
付
し
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
動
画
作
成
な
ど
の
啓

発
活
動
や
、
他
市
町
の
取
り
組
み

の
視
察
な
ど
幅
広
い
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

■	

議
員　

今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
に
、
回
覧
板

の
電
子
回
覧
板
へ
の
移
行
や
地
域

住
民
の
情
報
交
換
な
ど
、
柔
軟
で

多
様
な
連
携
を
可
能
に
す
る
自
治

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
べ
き

答 問
体
育
施
設
の
早
朝

貸
し
出
し
は
ど
う
か

柔
軟
に
対
応
す
る

電子回覧は便利になるよ！

自治会のデジタル化の取り組みは

希望する自治会には伴走支援する
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。
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る
こ
と
で
、
休
日
部
活
動
に
参
加

で
き
な
い
、
ま
た
は
諦
め
る
生
徒

は
い
な
い
の
か
。

■	

課
長　
月
会
費
が
理
由
で
参
加

を
し
な
い
と
い
う
情
報
は
な
い
。

■	

議
員　

国
や
県
の
委
託
金
は
、

期
限
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
そ
れ
が
無
く
な
っ
た
時

に
、
月
会
費
な
ど
で
運
用
し
て
い

け
る
の
か
。

■	

課
長　

想
定
し
て
い
な
い
が
、

安
定
的
な
財
源
を
今
後
も
検
討
し

て
探
し
て
い
く
。

■	

議
員　

８
年
度
か
ら
有
資
格

者
の
み
と
指
導
者
契
約
を
す
る
と

し
て
い
る
が
、
有
資
格
者
と
は
何

を
持
つ
資
格
な
の
か
。

■	
課
長　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

や
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技

団
体
の
技
術
的
な
指
導
、
コ
ー
チ

ン
グ
技
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
や

倫
理
観
を
学
び
得
た
資
格
で
あ

る
。

■	

議
員　

文
化
部
の
休
日
部
活

動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

■	

教
育
長　

地
域
に
休
日
部
活

動
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
な
ど
が

な
い
た
め
、
６
年
度
４
月
か
ら
、

美
術
部
は
休
日
活
動
は
行
わ
ず
、

吹
奏
楽
部
は
１
週
間
の
間
で
平
日

５
日
間
の
活
動
を
確
保
し
、
教
育

課
程
の
一
部
見
直
し
を
行
い
、
合

奏
練
習
を
行
う
た
め
の
時
間
を
確

保
し
て
活
動
し
て
い
る
。

■	

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
上

で
、
試
合
に
勝
つ
こ
と
、
上
位
を

目
指
し
て
練
習
し
努
力
を
し
て

勝
っ
た
喜
び
、
負
け
て
悔
し
い
思

い
は
、
大
人
に
な
る
成
長
過
程
で

必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
そ
の

点
は
ど
う
考
え
る
か
。

■	

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
競

技
性
も
あ
り
、力
を
競
う
も
の
や
、

美
を
競
う
も
の
も
あ
る
。
競
技
性

以
外
に
も
ス
ポ
ー
ツ
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
楽
し
む
こ
と
、
親
し
む
こ

と
の
入
り
口
と
し
て
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
身
体
を

動
か
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
や
っ

て
ほ
し
い
。

■	

議
員　

休
日
部
活
動
の
地
域

移
行
へ
の
経
緯
を
尋
ね
る
。

■	

教
育
長　

国
か
ら
の
休
日
の

部
活
動
地
域
移
行
が
示
さ
れ
た
こ

と
、
少
子
化
の
進
展
で
団
体
種
目

の
運
動
部
活
動
が
チ
ー
ム
と
し
て

成
り
立
た
な
い
な
ど
の
現
状
を
解

決
す
る
た
め
で
あ
る
。
令
和
２
年

度
に
意
思
決
定
を
行
い
、
関
係
機

関
と
協
議
を
開
始
し
、
県
教
育
委

員
会
よ
り
部
活
動
の
地
域
移
行
に

係
る
事
業
委
託
を
受
諾
し
た
。
３

年
度
に
長
与
中
卓
球
部
で
の
委
託

研
究
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
部

活
動
も
順
次
移
行
を
行
い
、
５
年

４
月
か
ら
は
町
内
３
中
学
校
に
お

け
る
全
て
の
休
日
の
運
動
部
活
動

を
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
移
行
し

た
。

■	

議
員　

保
護
者
の
送
迎
の
負

担
、兄
弟
姉
妹
が
違
う
部
活
動
や
、

休
日
に
仕
事
な
ど
で
車
が
使
え
な

い
場
合
な
ど
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

■	

生
涯
学
習
課
長　

練
習
会
場

を
３
中
学
校
で
偏
り
が
な
い
よ
う

に
し
、
で
き
る
範
囲
で
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
し
て
い
る
。

■	

議
員　

月
会
費
３
千
円
が
あ

文化部の休日部活動は

平日の５日間で活動を確保
中
なか

村
むら

　美
み

穂
ほ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

長与町の取り組みの動画が見られます
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シ
ー
事
業
者
へ
の
配
車
ア
プ
リ
導

入
を
支
援
す
る
な
ど
、
移
動
手
段

を
維
持
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
き
た
。
今
後
も
自
治
会
や
町
の

要
望
を
伝
え
改
善
を
求
め
て
い
く

ほ
か
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

■	

議
員　

先
日
、
委
員
会
の
視

察
先
で
、
高
齢
者
に
お
し
な
べ
て

運
転
免
許
証
の
返
納
を
促
す
の
で

は
な
く
、
運
転
が
可
能
な
人
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
長
期
間
運
転

を
奨
励
す
る
取
り
組
み
を
行
な
っ

て
い
る
自
治
体
が
あ
っ
た
。
住
宅

密
集
地
以
外
に
居
住
す
る
人
が
少

な
く
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
本
町
で
の
生
活
を
守
る

た
め
に
極
め
て
有
効
と
感
じ
た
。

可
能
な
か
ぎ
り
長
く
運
転
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
と
し
て
、
時
津
警
察
署
、
自

動
車
学
校
の
協
力
の
も
と
、
時
津

町
と
合
同
で
高
齢
者
の
参
加
・
体

験
型
交
通
安
全
講
習
会
を
毎
年
開

催
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
免
許
証

返
納
に
は
、
外
出
機
会
が
少
な
く

な
り
、
心
身
に
も
影
響
が
出
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
家
族
と
も
よ

く
相
談
の
う
え
判
断
を
し
て
も
ら

い
、
そ
の
判
断
の
支
援
を
行
え
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

教
育
委
員
会
が
所
管

す
る
教
育
振
興
基
金
は
10
億
円
ほ

ど
積
み
増
し
が
で
き
て
い
る
。
今

後
、
図
書
館
建
設
に
一
定
額
を
充

当
す
る
と
、
義
務
教
育
施
設
整
備

や
体
育
振
興
、
文
化
振
興
な
ど
の

予
算
、
財
源
が
懸
念
さ
れ
る
。
私

は
図
書
館
建
設
は
必
要
と
の
立
場

だ
が
、
図
書
館
以
外
の
教
育
関
係

予
算
は
問
題
な
い
の
か
。

■	

町
長　

当
該
基
金
は
新
図
書

館
整
備
の
た
め
に
６
年
度
か
ら
活

用
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
、
あ

る
一
定
の
額
は
減
少
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
し
か
し
、
以
前
よ
り
基

金
積
み
立
て
を
計
画
的
に
実
施

し
、
図
書
館
整
備
以
外
の
事
業
も

見
据
え
た
上
で
活
用
し
て
い
る
の

で
、
一
定
備
え
は
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

芳
香
、
防
虫
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
ク
ス
ノ
キ
の
間

伐
材
を
用
い
て
、
町
の
特
産
品
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
と
の
町
民
か

ら
の
提
案
を
受
け
、
以
前
一
般
質

問
で
提
案
を
し
た
。
こ
の
提
案
の

進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■	
町
長　

ク
ス
ノ
キ
材
を
活
用

し
た
い
と
い
う
事
業
者
か
ら
相
談

が
あ
り
、
伐
採
材
の
情
報
提
供
を

し
、
商
品
開
発
を
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
販
路
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
へ
の
登
録
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
10
月
か
ら
出
品
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■	

議
員　

公
共
交
通
機
関
は
減

便
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
本
町
で

生
活
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
減
便

は
深
刻
な
問
題
だ
。
国
や
県
も
含

め
広
域
的
に
協
議
を
行
い
改
善
策

を
講
じ
る
こ
と
が
町
民
の
願
い
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

バ
ス
事
業
者
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
、
タ
ク

答 問
交
通
機
関
が

減
便
し
な
い
対
策
を

今
後
も
改
善
を

求
め
て
い
く

答 問
問
題
な
い
か 

図
書
館

以
外
の
教
育
予
算

図
書
館
以
外
の
事
業
も

見
据
え
て
い
る

クスノキ材活用提案はどうなった

希望事業者が商品開発中である
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

運
転
サ
ポ
ー
ト
を

運転可能な高齢者をサポートし	生活守る取り組み
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図書校務員の配置はどうなる

２校兼務を進めていく
下
しもまち

町　純
じゅんこ

子 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

■	

議
員　

図
書
校
務
員
が
不
在

で
あ
る
こ
と
で
現
場
の
教
職
員
の

負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

■	

教
育
長　

図
書
校
務
員
が
兼

務
に
な
っ
た
こ
と
で
全
教
職
員
が

何
ら
か
の
形
で
学
校
図
書
館
の
運

営
に
携
わ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
は
多
く
の
業
務
を
図
書
校
務

員
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
学
校
図
書
館
の
運
営

お
よ
び
活
用
の
本
来
の
目
的
に
つ

い
て
考
え
実
践
す
る
良
い
契
機
に

な
っ
た
が
、
少
な
か
ら
ず
負
担
を

感
じ
て
い
る
職
員
は
い
る
と
思
わ

れ
る
。

■	

議
員　

図
書
委
員
会
活
動
に

支
障
は
な
い
の
か
。

■	
教
育
長　

２
校
兼
務
の
場
合
、

図
書
校
務
員
に
よ
る
毎
日
の
助
言

や
見
守
り
は
で
き
な
い
が
、
児
童

生
徒
の
自
主
性
や
責
任
感
が
育
ま

れ
る
。
ミ
ス
を
通
し
て
成
長
も
す

る
。
ま
た
、
司
書
教
諭
な
ど
も
い

る
の
で
、
現
段
階
で
は
、
図
書
委

員
会
活
動
へ
の
支
障
は
な
い
。

■	

議
員　

読
書
週
間
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
影
響
は
な
い
の
か
。

■	

教
育
長　

開
催
に
大
き
な
支

障
は
な
い
と
思
う
。

■	

議
員　

学
校
図
書
館
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
処

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

■	

教
育
長　

ト
ラ
ブ
ル
時
は
速

や
か
に
図
書
委
員
会
担
当
教
諭
に

知
ら
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

■	

議
員　

図
書
館
を
大
事
に
し

て
い
る
町
は
、
一
概
に
は
言
え
な

い
が
児
童
生
徒
の
学
力
も
高
い
と

言
え
る
。
本
に
親
し
む
こ
と
で
成

長
も
す
る
と
思
う
。
文
部
科
学
省

が
目
標
と
す
る
１
校
１
名
の
図
書

校
務
員
の
配
置
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
ど
う
し
て
も
そ
れ
が
無
理

で
あ
れ
ば
、
読
書
の
入
り
口
で
あ

る
小
学
校
だ
け
で
も
１
校
１
名
の

配
置
に
な
ら
な
い
か
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

２
校
兼

務
に
つ
い
て
は
図
書
校
務
員
の
処

遇
を
守
る
た
め
、
管
理
公
社
と
協

議
し
て
判
断
し
て
い
る
。
現
段
階

で
は
図
書
校
務
員
を
１
校
１
名
に

戻
す
予
定
は
な
い
。
２
校
兼
務
を

粛
々
と
進
め
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

令
和
５
年
度
ま
で
町

内
の
各
学
校
に
１
人
ず
つ
配
置
さ

れ
て
い
た
学
校
図
書
校
務
員
だ

が
、
６
年
度
２
校
兼
務
に
な
っ
て

い
る
学
校
が
あ
る
。
欠
員
が
出
た

と
き
に
補
充
を
し
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

■	
教
育
長　

学
校
司
書
業
務
と

給
食
関
連
業
務
を
担
う
人
材
を
図

書
校
務
員
と
し
て
管
理
公
社
が
雇

用
し
、各
学
校
に
配
置
し
て
き
た
。

５
年
度
か
ら
学
校
給
食
の
会
計
業

務
の
必
要
が
な
く
な
り
、
図
書
校

務
員
の
業
務
が
縮
減
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
管
理
公
社
と

協
議
し
段
階
的
に
配
置
転
換
等
を

行
い
、
８
年
度
に
は
４
人
の
図
書

校
務
員
で
８
校
を
兼
務
す
る
体
制

を
と
る
こ
と
に
な
る
。

■	

議
員　

現
在
２
校
兼
務
に

な
っ
て
い
る
図
書
校
務
員
の
勤
務

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■	

教
育
長　

６
年
度
は
２
人
の

図
書
校
務
員
が
２
校
兼
務
と
な
っ

て
お
り
、
月
・
水
・
金
が
小
学
校
、

火
・
木
が
中
学
校
で
の
終
日
勤
務

に
な
っ
て
い
る
。

学校図書館はどうなるの

教
職
員
の
負
担
は

今

後

の

配

置

は
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将
来
を
見
据
え
認
知
症
や
地
球
温
暖
化
対
策
を
調
査

委
員
長
　
　
金
子 

　
恵

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
　
調
査
報
告

○
調
査
期
日

　

令
和
６
年
７
月
17
日
～
19
日

○
調
査
場
所

愛
知
県
岡
崎
市

岐
阜
県
恵え

那な

市し

愛
知
県
知
多
市

○
調
査
目
的

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
（
岡
崎
市
・
知
多
市
）

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
（
恵
那
市
・
知
多
市
）

○
概
　
要

（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
）

　

岡
崎
市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

公
用
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
に

よ
り
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
の
実
施
、

そ
の
他
、
企
業
と
の
連
携
事
例
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

知
多
市
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の

補
助
制
度
、
省
エ
ネ
（
家
電
）
設
備
の

補
助
や
Ｅ
Ｖ
車
等
の
普
及
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
ま
し
た
。

（
認
知
症
対
策
）

　

恵
那
市
で
は
、
地
域
住
民
と
連
携
し

て
の
活
動
、
あ
ん
し
ん
見
守
り
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

知
多
市
で
は
、
見
守
り
支
援
シ
ス
テ

ム
を
導
入
、
ま
た
、
認
知
症
条
例
に
目
的
、

責
務
、
役
割
を
明
文
化
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

〇
調
査
を
終
え
て

　

今
回
、
調
査
し
た
市
は
大
都
市
の
近

郊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
と
の
連
携

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
し

た
。
本
町
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

と
し
て
は
、
両
調
査
内
容
に
関
し
、
住

民
参
加
な
ど
を
視
野
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
内
容
も
あ
り
有
意
義
な
調
査
と

な
り
ま
し
た
。

岡崎市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
義
務
教
育
学
校
制
度
に
つ
い
て

委
員
長
　
　
中
村
　
美
穂

産
業
文
教
常
任
委
員
会
　
調
査
報
告

○
調
査
期
日

　

令
和
６
年
８
月
20
日
～
22
日

○
調
査
場
所

兵
庫
県
尼あ
ま
が
さ
き
し

崎
市

京
都
府
京
都
市

大
阪
府
池
田
市

○
調
査
目
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

義
務
教
育
学
校
制
度
に
つ
い
て

○
調
査
を
終
え
て

　

兵
庫
県
尼
崎
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
導
入
に
先
行
し
て
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
推
進
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
、
絆
を

強
化
し
、「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
京
都
市
は
歴
史
と
伝
統
に
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う
竈
金

（
か
ま
ど
き
ん
）
の
精
神
が
あ
り
、
平
成

16
年
に
学
校
運
営
協
議
会
や
、
小
中
一
貫

教
育
特
区
に
認
定
さ
れ
先
進
自
治
体
で
あ

り
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
阪
府
池
田
市
の
ほ
そ
ご
う
学
園
は
、

義
務
教
育
９
年
を
４

－

３

－

２
の
ス

テ
ー
ジ
に
分
け
た
、
施
設
一
体
型
の
義

務
教
育
学
校
で
す
。
本
町
が
参
考
に
し

て
い
る
学
校
の
１
つ
で
す
が
、
財
政
規

模
の
違
い
が
課
題
で
す
。

　

視
察
し
た
各
議
員
が
報
告
書
を
作
成

し
、
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

京都市
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長
与
町
議
会
だ
よ
り

令
和

６
年

10月
発

行
■

発
行

／
長

崎
県

長
与

町
議

会
　

T
EL（

095）801-5700　
E-m

ail：gikai@
nagayo.jp　

発
行

責
任

者
／

議
長

 安
藤

　
克

彦
　

編
集

／
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
印

刷
／

株
式

会
社

 ク
ラ

フ
ィ

ット
191

N
o.

次の定例会は 開会の予定です。12月３日（火）

89,555円支出合計 （12件）

（令和６年７月１日～９月３０日）

議長交際費 寸志・慶祝など ……………………… 15,000円（２件）
香典・生花スタンドなど …………… 36,850円（２件）
激励カンパ ……………………………5,000円（１件）
視察研修土産代など ……………… 26,105円（６件）
その他（見舞金・負担金など）…………6,600円（１件）

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

委 

員 

長

　八
木

　亮
三

副
委
員
長

　堀

　
　
　真

委

　
　員

　下
町

　純
子

　
　
　
　
　藤
田

　明
美

　
　
　
　
　岡
田

　義
晴

　
　
　
　
　松
林

　
　敏

　
　
　
　
　浦
川

　圭
一

　
　
　
　
　安
部

　
　都

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し揮発性有機化合物を
一切含まない NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

　
石
川
県
能
登
地
方
で
は
地
震
の
傷

が
ま
だ
癒
え
な
い
中
で
、
豪
雨
災
害

が
発
生
し
、
被
災
者
の
方
々
が
ど
れ

ほ
ど
心
を
痛
め
ら
れ
た
か
想
像
も
つ

き
ま
せ
ん
。
１
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
▼
本
年
度
は
、

県
総
合
防
災
訓
練
の
一
部
が
行
わ

れ
、
県
内
初
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
隊
が
本

町
消
防
団
に
結
成
さ
れ
、
本
町
で
初

め
て
防
災
士
養
成
講
座
が
開
講
さ

れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
が
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
防
災
に
関
す
る
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
▼
町
民
の

皆
様
の
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に

対
し
て
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
準

備
を
整
え
備
え
る
こ
と
で
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
す
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

（
松
林
　
敏
）

編
集
後
記

表

紙

の

写

真

撮 影 者：久保　桃香 さん
（長崎北陽台高等学校 写真部）

タイトル：残暑と夕焼け

撮影場所：まんてんの駐車場付近（岡郷）

撮影者コメント：海の向こうでオレンジ色
に染まって沈む夕日が綺麗で、残暑の中
の秋らしさを感じました。

日時：令和６年 11月８日（金）19時～ 20時半（18時半開場）� 場所：長与町水道局３階

ワールドカフェ方式で議員と語ろう！
～令和６年度議会報告会のお知らせ～

　今年度の議会報告会は、前半は令和５年度決算の主な内容のご報告、
後半は町民の皆さまと議員がテーマ別に少人数のグループを作り、くつ
ろいだ雰囲気で意見やアイデアの交換を行う「ワールドカフェ方式」の
意見交換会を実施します。議会としての結論をお答えするものではあり
ませんが、皆さまのお声は各議員が今後の質疑や提案の参考にいたしま
す。関心のあるテーマへ、ぜひお気軽にご参加ください。

※前半の５年度決算報告は Zoom でもご参加できます。
　ID：959 9809 6913　パス：194761

Zoom の様子は YouTube で配信予定ですので、顔・
名前を出したくない方はご自身で設定願います。

※ 報告会は議会としての決定や活動を伝える場で、議
員の私見はお答えできない場合があります。

お問い合わせ：長与町議会事務局（役場４階）手話通訳が必要な方は 10 月 30 日（水）までに事務局までご相談ください

メール：gikai@nagayo.jp　　TEL：095-801-5700　　FAX：095-887-2144

● 新図書館の運営について
● 地球温暖化対策について
● 認知症対策について

テーマは

3つ


